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東攻施方の天然記念物

蟹澤聰史1)

はじめに

東北地方の天然記念物

1.青森県

佛宇多(仏ケ浦)

(下北郡佐井村国)

福浦崎から牛滝崎に至る海岸.新第三紀中新世檜

川層の流紋岩～デイサイト質火砕岩が海食をうけ,

仏像や蓮花状の数100mにおよぶ奇岩が立ち並ぶ

特異な地形をたす.北端,福浦崎ではデイサイト溶

岩からなる.古名の宇多はアイヌ語のrオク(浜)｣

がなまったものといわれる.

赤根沢の赤岩

(東津軽郡今別町砂ケ森字赤根沢県)

津軽藩で朱色の顔料(べんがら=Fe203)を採掘し

た跡.ここの赫土を幕府に献上し,日光の東照宮の

修復や岩木山神杜の山門などにも使用されたといわ

れる1現在は洞穴のみが残っている.

金木町玉廃石

(北津軽郡金木町喜良市字小田川国有林県)

青森県特産のいわゆる錦石の一種.直径0.5-1.5

1)東北大学教養部地学教室:〒980宮城県仙台市青葉区川内

m㎜ほどの玉髄から次る丸い粒が散在しチプりッ

クスは鉄石英からなり,鹿子模様を示すのでこの名

がある也玄武岩中に直径約2狐の団塊として産す

る､

寛曲岩手県

樋竃沢ゴらラン斧寵化石産地.

(大船渡市冒頃市町禺)

冒本で初めてシルル紀のハチノスサンゴ山クサリ

サンゴなどが発見された地域ヨ化石を含む石灰岩層

を川内層といい芽樋口沢が模式雄｡東北資本では重

化石によって年代の決まっているもっと奄吉い地

層.(注:1961年の万園地質学会議以来｡ゴトラン

ド紀に代わってシルル紀の名称が用いられている)

崎山の潮吹穴

(宮古市崎鍬ケ崎国)

東に傾斜する宮古層群の礫岩層の節理に沿って生

じた海食洞.穴は海岸線から奥行き約20m,海面

から深さ6m前後のところにあるが,東～北東の

風が強いときは30m以上も噴き上げ,壮観である

(小貫,1981).

崎山の蝋燭岩

(宮古市崎鍬ケ崎国)

原地山層中に貫入した角閃ひん岩岩脈.50m内

外の海食崖に露出,海面上約40mの高さに直立し,.

幅は上部約7m,下部約3山で岩脈の左右の壁岩

との間に海食による隙間を生じ,岩脈は崖面から突

出する.浄土ケ浜や海からみると,昔のろうそくの

ように先端が太く,その格好から名付けられた(小

貫,1981).

館ケ崎角岩岩脈

(大船渡市末崎町国)

大船渡層群の砂岩･頁岩互層中の割れ目に生じた

砕屑岩脈あるいは堆積岩脈.割れ目はSi02で充填

キｰワｰド:天然記念物,地質学的現象,化石,鉱物,浸食作

用,火山活動
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写真1崎山の蝋燭岩.宮古市教育委員会資料による.

されているため,角岩(チャｰト)岩脈と呼ばれる.

碁眉海岸

(大船渡市末崎町国)

白亜紀大船渡層群の砂岩･頁岩互層からたる海食

地形.特に頁岩は黒色で珪質･堅硬でスレｰト努開

が発達するため,波浪により碁石のような外観の漆

黒の砂利を碁石岬西方の碁石浜に多数生じ,その名

の由来となっている.岩石の風化侵食に対する低抗

力の差や断層などにより,特有の変化に富んだ海食

地形を呈している.

げんぴ1ナい

厳美渓

(一関市厳美町国)

厳美層と呼ばれる中新世後期の溶結したデイサイ

ト質凝灰岩からなる磐井川に沿った渓谷.多数の風

穴など,奇岩が発達する.

蛇ケ崎

(陸前高田市小友町国)

写真2葛根田の大岩屋(玄武洞).土井宣夫氏撮影

大野湾と門ノ浜湾の間の岬先端部にみられる前期

白亜系大船渡層群の砂岩頁岩互層に発達する海食

崖.

かっこんだ

葛根田の大岩屋

(岩手郡雫石町西山国)

岩手火山の玄武洞溶岩流末端に発達する厚さ100

mを越える柱状節理の見事な玄武洞.(石英含有)

単斜輝石一かんらん石安山岩からなる(中川,

���

焼走り溶岩流

(岩手郡西根町田頭国)

1719年(享保4年),岩手山北東部に流出した溶

岩流.噴出口は海抜1,230m付近で,現在は小スコ

リア丘が残存する.溶岩はそこから2km以上にわ

たり流下した.表面はあらく凹凸があり,アア構造

を示す.ソレアイト系列のかんらん石含有普通輝石

一古銅輝石安山岩(中川,1987).

げどう

夏油温泉の石灰華

(北上市和賀町岩崎新田国)

CaC03からなる温泉沈澱物で,高さ17.6m,頂

部7m,底部は25mにおよぶ日本最大の石灰華.

地質ニュｰス453号�
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あつか

安家洞

(下閉僻郡岩泉町安家元村国)

北部北上山地の安家一田野畑帯の西部にある巨大

な石灰岩中に発達する鍾乳洞..測量した部分の全長

7呈650㎜で日本一の観模.石灰岩層最上部には三畳

紀つノドソト産出.石灰岩は周囲の砕屑岩類に対し

黒地性で,三畳紀～ジュラ紀のものと考えられる

(大上･永広,1988).

岩泉漢唐(龍泉洞)およびコウモリ

(下閉伊郡岩泉町岩泉国)

湧窟(湧口:ワックス)は地元の呼び名で,1937

年脇水鉄五郎により龍泉洞と命名された(小貫,

1981).安家洞の南方,宇霊羅山の東に開口し,奥

行き2,500m以上.水深120m以上といわれる地底

湖が存在する.

ねぞリ

根反の大珪化木

(二戸郡一戸町根反字川向国)

根反川岸に直立する直径2m,高さ6.4mの珪化

セコイアの直立樹幹.第三系四ツ役層凝灰岩中に埋

没したもの.本属下部と指交関係にある傾城峠安山

岩部層のK-Ar年代は15.9Maを示す.

あねたい

姉帯小島根反の珪化木地帯

(二戸郡一戸町姉帯･小鳥谷･根反国)

馬淵川と平綾川および根反川合流地点付近の河床

や川岸に広く露出する珪化木で,第三紀四ツ役層の

砂質凝灰岩中に埋没していたもの.セコイア,シマ

モミ,ブナ,トウヒ,カエデ,カシ,ケヤキ,クル

写真3根反の大珪化木.一戸町教育委員会資料による.

1992年5月号

ミなどの種類が数えられる.

波打峠の交叉層

(二戸郡一戸町字大越･大道国)

粗粒砂岩中にみられる斜交層理で,観模カミ大き

く,外見が美しい.安山岩質火砕岩を伴う.K-Ar

年代は15.1Maを示す.ホタテ貝などの浅海性軟体

動物化石を含む.波打峠はrちぎりきなかたみに

そでをし麿りつつ末の松山波こさじとは｣の末

の松山であり,この地層は末の松山層と呼ばれる.

田野畑の白亜紀化石産地

(下閉伊郡田野畑村大字田野州県)

田野畑村の海岸沿いの宮古層群中の白亜紀化石産

地.宮古層群からの化石は1899年当時の東閉伊都

鍬ケ崎小学校訓導八重樫七兵衛が目出島海岸で多数

の化石を採取したのが始まりである､特にアンモナ

イトをはじめ多数の化石により下部自亜系宮古統の

標準層序となっている｡

コランダム産地

(東磐井郡大東町鳥海手向前州県)

径数㎜雌のコランダム(鋼玉芽成分は鋤O菖､硬

度9でダイヤモソ1ぐに次いで硬い.赤色の場合は

ルビｰ害青色の場合はサファイアと呼ばれる)結晶

の産地.千厩石英閃緑岩体北西部に発達するホルン

フェルス中にみられる｡コランダムｰ珪線石山董青

石一黒雲母一スピネルｰカリ長石の組み合せからな

る.

藤里の珪化木

(江刺市藤里字石名田県)

中新統稲瀬層の安山岩礫を含む砂質凝灰岩中のセ

つイア珪化木.全長五0㎜以上と推定されるが害現

在露出しているのは主幹の先端部の達皿ほどであ

る.

内間木洞及び洞内動物群

(九戸郡山形村大字小国県)

安家石灰岩中の鍾乳洞｡延長1,600mに達する.

保存状態がきわめてよい.

3.宮城県

球状閃緑岩

(白石市白川学犬卒都婆国)

菊面石ともいわれる.白亜紀花開閃緑岩中に発達

する外側はホルンブレンド,黒雲母などが同心円状

に配列し,内側は斜長石,ホルンブレンドからなる�
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写真4東磐井郡大東町鳥海手向前畑の合コランダム岩の顕微鏡写真､C:コランダム,Bi:黒雲母,Kf:カリ

長石,Co:董青石.左:下方ポｰラｰのみ,右:直交ポｰラｰ.コランダムは屈折率が高いため,自

形結晶の輪郭が強くでている.本標本は発見者の東北大学植田良夫助教授(当時)によって採取された

ものである.

写真5宮城県白石の球状閃緑岩(白石市市民会館の玄関

に展示されているもの).

直径数｡m～20cmの球状の岩石.同心円は2量あ

るいは3量となり,各種のものが密集する.

小原の材木岩

(白石市小原字清水国)

白石川上流左岸にみられる柱状節理を示す新第三

紀デイサイト岩脈.高さおよそ65m.六角形の材

木を立てたように見えることからこの名前がつい

た.対岸には安山岩からなるまだら模様の虎岩があ

る.

鬼首の雌釜および雄釜間歌温泉

(玉造郡鳴子町国)

間歓泉の代表的なもの.最盛期には15-30分母に

熱湯･水蒸気を2-3mの高さまで噴出した.一時,

噴出ロペの泥水の流入で噴出が止まっていたが,

1978年の復旧工事で再び噴出するようになった.

間歓泉ではないが付近には10数カ所で85-95℃の熱

水を噴出し,片山地獄では地下300mから高温の

水蒸気を取り出して地熱発電を行たっている.

姉滝

(仙台市太白区秋保町馬場字大滝園)

名取州上流華ニロ渓谷の標高遠馳螂にかかる滝.

凝灰岩に挟在す亭礫岩は浸食に対する低抗力が強

く盲滝が出来たときに庇のようにつきでた｡落下･し

た水が下の凝灰岩を浸食し,深い洞穴をつくった昔

一方苦境の落下地点から数m上流には大きな甑穴

(カメアナ)が生じ亜その底部が深くえぐられて下部

にある漏穴とつながったため,川水は甑穴を通って

洞穴内に落下するようになった1現在は庇のように

つきでた礫岩は崩落してしまっている.

歌津館崎の魚竜化石産地および魚竜化石

(本吉郡歌津町頭)

1970年,東北大学の村彊正文らによって発見さ

れた中生代三畳紀初期に棲息していた魚竜化石(歌

津魚竜=吻勅舳舳乃α肋)およびその産地.魚

地質ニュｰス453号�



東北地方の天然記念物

一19一

竜は稲井層群大沢層中に発見され,体長約1.2m

で鰭脚といわれる四肢の骨が長く,陸上生活の名残

を多く残しており,現在知られている魚竜のうちで

は最も古いものと考えられ,は虫類進化の研究上で

貴重な化石.

球状斑れい岩

(女川町江島字笠貝島県)

菊面石と類似のものであるが,有色鉱物の多い斑

れい岩質の岩石.優黒質粗粒の基質中に細粒～中粒

の斑れい岩質球状岩が各種の斑れい号および斑れい

岩ペグマタイト中にみられる.球径は平均4cmほ

どで,ホルンブレンド,輝石,黒雲母,斜長石,た

どからたる.球状都の方が基質よりも変質が著し

く,緑泥石や緑簾石,炭酸塩を含み,風化すると緑

白色となり,浮き上がって見える.

岩井崎石灰岩化石

(気仙沼市岩井崎県)

岩井崎は高さ約15.5mの海食台で古生代ペルム

紀の石灰岩からたる.満潮時の噴潮で知られる.フ

ズリナやサンゴ化石が豊富に産する.フズリナの一

種である工ψ伽伽αや,直径2mに達する造礁サ

ンゴ(肌倣2肋zα)の群体で有名.

4.秋田県

玉川温泉の北投石

(仙北郡田沢湖町国)

温泉沈澱物として生じた鉛を含む重晶石の一種

[(Ba,Pb)S04コで,繊維状集合体をなし皮殻状に産

する.Ce,LaやThなどの稀元素や放射性元素を

含む(佐藤･南,1927).台湾の北投温泉で最初に

発見されたのでこの名称がある.

鯛状珪石および噴泉塔

(雄勝郡雄勝町国)

じ

魚面状とは魚卵状ともいう.同心縞状構造をたす珪

酸沈澱物.温泉の湧出に伴って生成した沈澱物が円

錐状に堆積したものを噴泉塔という.

きさかた

象潟

(由利郡象潟町国)

約3,O00年前の鳥海山の大爆発で頂上付近の爆裂

火口から発生した泥流の造りだした流れ山による日

本的風景.北方から続く緩やかな海岸線が象潟付近

で日本海側に突出しているのはこの泥流堆積物によ

る.これを象潟泥流といい,この泥流堆積後,象潟

1992年5月号

付近には一時湖(古象潟湖)が生じた(大沢ほか,

1982).この湖は1804年7月10目(文化元年6月4

目)の象潟地震で隆起し干上がって,現在は水田と

なっている.

芭蕉が訪れたのは1689年(元禄2年)で,当時は

日本を代表する風景としては松島と象潟であった.

このころは流れ山による大小糠六の島が水中から突

出して松島に似た景観をつくっていたのであろう･

奥の細道に｢江の縦横一里ばかり,おもかげ松島に

通ひてまた異なり.松島は笑ぶが如く象潟はうらむ

が如し.寂しさに悲しみを川へて,地勢魂をなやま

すに似たり象潟や雨に西施がねぶの花｣とある.

筑紫森岩脈

(河辺郡河辺町国)

第三紀中新世女川層堆積時に活動し,砂子淵層を

貫く幅100-200m,長さ400m前後の流紋岩岩脈.

灰白色で石英と黒雲母の斑晶が目だつ.見事な柱状

節理と板状節理を示す.付近の岩谷山,御念岩,ニ

ツ森なども同様な岩石からなり溶岩円頂丘を形成す

る(大沢ほか,1981).

千屋断層

(仙北郡千畑町千屋字中小森県)

1896年(明治29年)8月31日に秋田･岩手両県で

発生した陸羽地震で生じた断層で,山崎直方

(1896)命名1しかし,その後の長年月の間に自然

または人為的解析によって現在は連続追跡は困難と

なっている.現在千屋断層と･呼ばれているものはこ

の断層とは異なるもので,秋田県大曲市東方の千畑

町千屋付近から北北東に延び,中新世上川原層およ

び鮮新世千屋層の東縁を画する断層をいい,重力探

査の解析では落差約1,000m(目田ほか,1976)･

5.山形県

ひとでの化;百

(村山市大字擶山県)

第三紀凝灰岩中の最長37.5cmに達する化石で,

現生の｢ひらもみじがい｣の類縁種と考えられてい

る.

小国のそろばん玉宿

(小国営林署小国事業区県)

第三紀流紋岩にみられる球穎の中に生じた空隙を

充填するように1.5～2cm,高さ0.8㍗1cmのそろ

ぽん玉型の移状を示す繊維状結晶の集合体からなる�
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玉髄.露頭では容易に風化して母岩から剥離され

る1

6｡福島県

いり欲ず

入水鍾乳洞

(田村郡滝根町菅谷入水国)

標高560mに開口する水平方向に発達する洞窟

で,総延長約948m.滝根町東北部駒ケ鼻西方から

中平,仙台平を経て和貢北部に至る高まりを形成す

る石灰岩中に胚胎.洞入り口付近はホルンフェルス

化した頁岩で,石灰岩は再結晶している.化石を欠

くために付近の地層の時代は未詳､南方にはあぶく､

ま洞,大滝根洞などの鍾乳洞が発達する.

みね

見禰の大石

(摩耶郡猪苗代町国)

1888年(明治21年)7月15日の磐梯山の水蒸気爆

発で生じた岩屑流によって運ばれた輝石安山岩から

なる長さ9.39m,幅6.06m,高さ3.03mの大岩塊.

このときの岩屑流は主に北に流れて檜原湖に達し,

支流は南東方向に琵琶沢に沿って流下し,見禰の村

を埋めた.

べつり

塔の尭

(南会津郡下郷町塔のへつり国)

へつりとは,東日本で山中の岨道,絶壁や川岸だ

との険阻な路などのこと(広辞苑).大川沿いの断崖

は第三紀中新世塔のへつり層と呼ばれる礫岩,凝灰

質砂岩,細粒～砂質凝灰岩,凝灰質シルト岩などの

ほぼ水平な互層からなる.これらの岩石の浸食作用

に対する抵抗の差により,突出したり凹んでいたり

し,きわめて特異た景観をなす(増田ほか,1964).

鹿島神社のペグマタイト岩脈

(郡山市西田町国)

阿武隈山地西部に発達する黒雲母花開岩中に伴う

ペグマタイトで,幅14m,延長40mほどの脈が境

内一帯にみられる.

穴原第三紀漣痕

(福島市飯坂町湯野字角門下県)

飯坂温泉上流,摺上川付近の第三紀中新世の安山

岩およびデイサイト質凝灰岩とその上に重なる頁岩

中にみられる漣痕.波長11cm,波の高さ1.1cm程

度で表面が著しく珪化して広い範囲に残っている.

漣痕とは流体に接する砂質堆積物の表面に,流水

･波･風によって作られる周期的なうねり模様で,

砂紋(リップノレマｰク)とも呼ばれる.

球状花嵩岩

(石川郡石川町大字北山形県)

中心部に黒雲母が多く,その外側に石英,長石が

配列し,最外部は斜長石によって包まれる球状花崩

岩.

いわき市入間沢産クビナガリュウとノコギリエイ化

椰3点

(いわき市常磐湯本町いわき市石炭化石館県)

いわき市四倉町玉山付近の上部白亜系玉山層から

発掘されたは虫類や魚類の化石.これらの進化の研

究上貴重な標本.クビナガリュウは三畳紀後期から

白亜紀末まで栄えた.この化石は発見者の名前にち

なんでフタバスズキリュウと呼ばれる.

い才)き市上高久産ステゴロフォドン象の下顎骨化石

i点

(いわき市常磐湯本町いわき市石炭化石館県)

中新世前期の中山層から発見された象

(S嫡｡ゆ乃｡∂o勿)の化石.小型の象で,ステゴドン

の先祖型といわれる.鮮新世から更新世にかけてユ

ｰラシア･アフリカに広く分布.

7.新潟県

御11流

(岩船郡山北町)

鳥越山から狐崎までの約9kmの海岸.白亜紀の

岩船花騎岩が波食によって生じた岬や岩礁と砂浜.

花開岩類は黒雲母花開岩を主とし,ざくろ石を含む

両雲母花嵩岩や角閃石を含むものなどがあり,貫入

年代は50-87Ma(通産省資源エネルギｰ庁,

���

おぎ

佐渡小木海岸

(佐渡郡小木町国)

中新世の小木玄武岩とよばれる玄武岩溶岩および

火砕岩類が分布する海岸.ピクライト岩床の貫入,

枕状溶岩およびハイアロクラスタイトなど,多彩な

ものがみられ,化学組成からは下部はアルカリ玄武

岩～かんらん石玄武岩で,上部はかんらん石ソレア

イトないし石英ソレアイトからなる.

平根崎の波食廟穴

(佐渡郡相川町国)

中新世下戸(オリト)層の砂岩･砂礫岩層からたる

海岸に生じた波食甑穴.
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田代の七ツ釜

(中魚沼郡中里村国)

清津川支流,金川の上流の柱状節理の発達する輝

石安山岩中に生じた甑穴.

きよつ

清津峡

(南魚沼郡湯沢町･中魚沼郡中里村国)

信濃川支流の清津川上流に発達する全長20km,

比高50-60mの絶壁からなる峡谷.中新統中に貫

入した石英閃緑ひん岩が河食をうけて生じた1特異

な柱状節理や方状節理が発達し,中心部の柱状節理

の長軸に直角な方向がほぼ貫入面に対応(茅原はカ㍉

���

小滝川硬玉産地

(糸魚川市小滝国)

硬玉はヒスイ輝石(NaA1Si206)のこと.河野義礼

氏(1939)により日本で最初に報告された産地.飛

騨外縁帯北東部(青海一蓮華帯)は古生代変成岩,下

部ジュラ系(来馬層群)･青海石灰岩･蛇紋岩など

からなる蛇紋岩メラソジを形成する.この中の蛇紋

岩･アルビタイトに伴ってヒスイ輝石が産する.

おおみ

青海川の硬玉産地

(西頸城郡青海町国)

小滝と地質学的には同じであり,同様なヒスイ輝

石が産する.

櫛池の明石

(中頸城郡清里村櫛池小学校内県)

1920年(大正9年)9月16目午後6時30分,清里

村に落下した隈石.大きさ16.7×14.9×10.1cm,

重さ4.4kg.化学組成はSi;24.8%,Fe;41.2%,Mg;

20.2%,そ6他である.

地質学的にみた天然記念物

以上,各地域毎に個女の天然記念物について紹介

したが,大きく分類すれば,1)学術的に価値の高

い化石･鉱物およびその産地,2)地質学的な特徴

を反映した地形,3)地質学的に特異な現象,など

に分けられる.

1)学術的に価値の高い化石およびその産地

これはゴトランド紀(シノレル紀)化石産地や歌津魚

竜化石および産地,白亜紀化石産地,岩井崎石灰岩

化石,フタバスズキリュウなどが挙げられる.東北

地方では古生代～中生代の化石やその産地が特に多

1992年5月号

い･これらの発見は専門家によるのみならず,大学

地質学教室の卒業論文調査や地元の熱心た化石研究

者による発見が多い.北上山地のシルル系は当時東

北大学学生であった小貫義男氏(1937)によって発

見された.フタバスズキリュウの発見者は地元の高

校生鈴木直氏であった.

ゴトランド紀化石の発見の経緯について,小貫義

男氏(1981)は当時の余話を次のように生き生きと

記述しておられる.『･…こうして1936年の春,5

月頃まで草木の芽がでる前に頑張って歩き回り,大

いに能率をあげた.その時,石灰岩の露出する樋口

さかり

沢で,盛の常宿の及川旅館でコソガリ狐色に焼いて

くれた梅干し入りのニギリ飯を食べてウトウトとし

た.それから放水しながらゆっくり周囲をみている

と,石灰岩の転石の表面に2銭銅貨位の丸型にザ

ラザラしている異常たものがあることに感づいた.

これは,ウウ･･,化石･･,占めた一と一瞬にねむ気

がさめ,無我夢中･一,腹這いになってなめていた.

それからルｰべで見た.たしかに化石だ…….仙台

の教室に帰ってから…･これから先は矢部先生に見

ていただくより方法がないと思い,先生の部屋をた

ずねた.…･先生は顕微鏡で化石をのぞきなカミら,

He1io1ites,Favosites…,ゴトランドだね…･.』

鉱物産地としては,玉川温泉の北投石,じ状珪石

および噴泉塔,夏油温泉の石灰華,小国のそろばん

玉石,コランダム産地,硬玉がある.コランダム,

そろばん玉石と硬玉を除けばいずれも温泉沈澱物で

あり,火山活動に関連した東北地方の特徴を表して

いるものであろう.また,硬玉(ヒスイ)は新潟県で

発見される以前から,石器などに使用されていたこ

とが知られており,考古学者間ではその産地につい

てビルマあたりから輸入されたのではないかとの説

もあったといわれる.

2)地質学的た特徴を反映した地形

仏ケ浦,碁石海岸,潮吹穴,笹川流などの海岸は

海食によるもの,龍泉洞･安家洞･入水鍾乳洞など

の鍾乳洞,厳美渓,姉滝や塔のへつりなど河川の浸

食による渓谷や滝だとは石灰岩や凝灰岩などが浸食

を受けたものである.甑穴g多くは節理や割れ目の

発達した岩石を河川が流れるとき,割れ目の問に礫

が入り込んで回転し,形成される.海食による地形

や鍾乳洞などは海水準変動と大きく関係し,岩石の

浸食に対する抵抗の差や節理系などで特異な景観を�
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形造っている･潮吹穴は海食洞の一種で,満潮時や

波の高いときに入り口から海水が噴出するもの.海

食洞が沈降して入り口が小さくなったような場合に

みられる現象で,寄せ波の圧力におされて洞窟内の

海水が狭い入り口から激しく噴出し,潮を吹き上げ

るような奇観を呈するものである.

また,焼走り溶岩流や象潟,見禰の大石,小木半

島などは火山活動そのものが造りあげた結果であ

り,岩脈の特殊な節理や貫入状態を示す葛根田の大

岩屋,崎山のロｰソク岩,筑紫森岩脈や材木岩など

はマグマの活動による見事な造形物である.

これらの景観は,付近の植生と調和していかにも

日本的な風景を形造っており,しばしば歌枕にも詠

まれている.

3)地質学的に特異た現象

各地にみられる珪化木およびその密集地帯や波打

峠の交叉層,館ケ崎角岩岩脈,穴原第三紀漣痕など

はいずれも堆積岩中にみられる現象であり,堆積環

境の示標である･雌釜および雄釜の問歌泉は火山活

動に関連した地熱活動,千屋断層や象潟の隆起は地

震活動に関連したものである.

温泉活動に伴う温泉沈澱物(シンタｰあるいはト

ラバｰチン)は石灰華や噴泉塔を形成し,ときには

特殊な鉱物(北投石など)を晶出する.間歓泉とは熱

水と水蒸気との混合物が周期的に噴出するものであ

る.深成岩中の特異た構造として球状岩(菊面石な

ど)や鹿島神社のペグマタイトがある.

もちろん,これらの地質現象はそれぞれ関連する

ものであるから,さきの3つのカテゴリｰに全て

が分類されるものではなく,地質学的に特徴のある

地形や特異な現象は互いに関連し合っているもので

ある.

おわりに

化石･鉱物やその産地はいずれも学術的にも高い

価値のあるもので,地元でも保存に力を注いでい

る.Lかしながら天然記念物指定をしたためにかえ

って有名となり,心ない人々に荒されてしまう結

果,金網でがんじがらめとなってしまった露頭が多

い.露頭の保存をできるだけ自然の状態にしながら

観察するのが本来の姿であろうが,残念なことであ

る.福島県入水洞周辺の石灰岩台地にはカルスト地

形がたくさんみられたが石灰岩採掘や土地利用形態

の変化などによって現在は小規模に残っているにす

ぎない.人問活動によって,これらの自然物が次第

に破壊されることのないように注意を向けて行くべ

きであろう.アメリカのNationa1Monumentには

必ず普及活動と博物館的要素を兼ね備えたビジタｰ

センタｰがあって,保護活動も行なっている､一そし

て地質図や美しいガイドブックがおいてある.日本

でも各県や市で博物館を持つようになってきたのは

たいへん喜ばしいことであるが,まだ普及パンフレ

ットなどの点までは手が回らないようである.市民

が天然記念物に興味をもち,これを保護する使命感

を持つことは,一方ではかげがえのない地球の保護

につながるのではなかろうか.
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蟹国指定

鑑醸霜定

笹川流

ζ虹ソ

平根崎の浸食甑穴群
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州㍗登卒準

二鳩_ノ㌻㌘郷撒

桝ク希ヘギ小一

第1図東北地方の地質系天然記念物の分布
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